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2005 年 11 月 15 日午後 10 時以降の発表をお願い致します。 
 

プレスリリース 

2005 年 11 月 15 日 

 

自動車産業用が 2005 年のプラチナ需要を新記録へ押し上げ 

中国の宝飾需要上昇でパラジウム供給過剰が減少へ 

プラチナ、パラジウムとも価格は堅調見通し 
 

 

ジョンソン・マッセイ社は本日、プラチナ市場に関する中間報告書「Platinum 2005 Interim 

Review」を発表し、「プラチナ、パラジウムともに需要が拡大、両者とも価格見通しは堅調に

推移することが予想される。2005 年のプラチナ需要は 3.7 トン増の 208.7 トンの見込みで、こ

の数値はこれまでの最高水準であり、7年連続で供給を超えるものと予想される。パラジウム

需要は 12.7 トン増の 214.3 トンで、ロシアからの供給が下落すると予想されていることから、

結果、パラジウムの供給余剰はかなりの割合で減少すると思われる」と述べました。以下は同

報告書の骨子です。 

 

プラチナ 

自動車産業からのプラチナ需要は 9.4 トン増の 120.1 トンへ拡大すると見られていますが、こ

れは主に欧州、日本及びアメリカにおけるディーゼル車やトラックの自動車触媒におけるプラ

チナ需要が伸びているためです。コンピュータハードディスクや液晶ディスプレー産業のプラ

チナ需要が産業全体としての需要を押上げ、2.6 トン増の 50.3 トンとなる見込みです。しかし

ながらプラチナ価格の上昇に影響されたため宝飾品メーカーのプラチナ購入量は 4.4 トン減の

62.8 トンとなる見込みです。この需要減少の大部分は中国において見られるだろうと予想され

ます。 

 

2005 年のプラチナ供給はちょうど 4.1 トン増の 205.0 トンとなると予想されます。南アフリカ

からの供給量はアングロプラチナムにおける製錬所の問題により、当初よりも低下すると見ら

れています。市場は 3.7 トンの不足になると予測され、この供給不足により、2005 年の 10 月

中旬に 941 ドルに到達したような高価格を今後も下支えすると予測されます。 

 

2006 年の自動車産業におけるプラチナ需要に関しては、ディーゼル車に装着する触媒粒子フィ

ルター用として大幅に増加することが予測されます。宝飾品市場のプラチナ需要の見通しは幾

分減少すると見通されていますが、ヘッジファンドが引き続き貴金属に関心が高いことから、

プラチナ価格は今後 6ヶ月の間に 1,030 ドルに達すると予測しています。宝飾品産業からのプ

ラチナ需要が現時点で予測されるよりも大幅に縮小しない限りは、プラチナ価格は 890 ドルを

下回ることはないと思われます。 

 

パラジウム 

2005 年の中国の宝飾品産業からのパラジウム需要は 70 パーセント増の 44.5 トンになると見ら

れ、これはこれまでのパラジウム需要のなかで 2番目に高い需要と言えます。電機産業でみら

れるメッキにおけるパラジウムの使用拡大を除けば、他産業でのパラジウム需要は同レベルで

推移すると予測されます。 
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パラジウム供給はロシアからの出荷停止により 11.5 トン減の 234.5 トンになると言われていま

す。これは本年末以前に国家備蓄からの大きな売却がないと見込んでいるということです。結

果として 20.2 トンの供給余剰が見込まれ、2004 年に 44.4 トンと訂正見積りされたものよりも

下落しています。 

 

この余剰が出たものの、パラジウム価格は宝飾品産業の成長とヘッジファンドの高い関心によ

り、2005 年の初めの 9ヶ月の間にはほとんど 180 ドルを上回りました。OEM での自動車生産が

ガソリン車用の触媒としてプラチナからパラジウムへ移行していること、およびアジアで軽自

動車の生産が拡大しているため、自動車産業におけるパラジウム需要が上昇することに加え、

中国の宝飾品産業におけるパラジウム需要もさらに拡大する可能性があります。一方、現在ス

ティルウォーター社に売りに出されているロシアの地金在庫は 2006 年の 3月には消化されると

予想されます。 

 

当社では、これらの諸要因を考慮し、今後 6ヶ月間、190 ドルから 270 ドルの価格で推移する

ものと予想しています。 

 

 

 

 

ジョンソン・マッセイ社の「プラチナ 2005 中間報告書」はプラチナ族金属の需要と供給に関す

る最新の市場動向をジョンソン・マッセイ社がまとめたものである。同発表（英語版）は

www.platinum.matthey.com/publications にて閲覧、ダウンロードができる。 

 

 

問い合わせ先： 

トライメディア株式会社  スター麻紀／黒水啓子 

〒150-0012 東京都渋谷区広尾 1-10-5 テック広尾ビル 3階 

Tel:03-5423-5330  Fax:03-5423-5710 
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